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平成２７年 188９月定例会

　
今
定
例
会
の
補
正
予
算
で
国
に
申
請
す
る
地
方
創
生
関

連
の
事
業
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
富
里
市
で
は
地
域
活

性
化
に
向
け
て
、
次
に
挙
げ
る
事
業
に
取
り
組
も
う
と
し

て
い
ま
す
。

空
港
圏
９
市
町
の
観
光
情
報
誌
を
作
成

○
成
田
空
港
周
辺
９
市
町
観
光
情
報
誌
作
成
事
業

　
貴
重
な
資
源
で
あ
る
成
田
空
港
と
空
港
圏
と
い
う
特
徴

的
な
立
地
環
境
を
活
用
し
、
空
港
圏
９
市
町
の
観
光
情
報

誌
を
作
成
し
、
共
有
・
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
広
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

（
事
業
費
　
３
７
４
万
４
０
０
０
円
）

旧
岩
﨑
家
末
廣
別
邸
隣
接
地
を

観
光
資
源
と
し
て
活
用

○
地
域
活
性
化
施
設
活
用
方
策
等
検
討
事
業

　
旧
岩
﨑
家
末
廣
別
邸
隣
接
地
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用

す
る
た
め
の
方
策
の
検
討
を
行
い
、
歴
史
的
資
源
と
観
光

資
源
の
融
合
に
よ
る
賑
わ
い
拠
点
と
し
て
市
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

（
事
業
費
　
６
４
８
万
円
）

子
育
て
世
代
の
図
書
館
利
用
拡
大

○
図
書
館
子
育
て
応
援
推
進
事
業

　
各
幼
稚
園
・
保
育
園
及
び
整
備
中
の
認
定
こ
ど
も
園
を

対
象
と
し
た
団
体
貸
出
向
け
の
本
を
整
備
し
、
利
用
希
望

の
園
に
長
期
に
貸
出
し
、
園
児
が
よ
り
身
近
に
本
と
ふ
れ

あ
え
る
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
に
関
す
る
資
料
や
、
富
里
市
の
名
物
で
あ
る
「
す
い

か
」
や
「
馬
」
に
関
す
る
資
料
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
館

内
へ
特
別
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
へ
の
愛
着
の
醸

成
や
子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
若
い
世
代
に
普
及
が
進
ん
で
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
対
応
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
忙
し
い
子
育
て
中
の
世
代
の

図
書
館
利
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

（
事
業
費
　
３
５
２
万
円
）

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

○
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
事
業

　
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
運
営
は
、
市
民
、
市
民
活
動
団
体
、

地
縁
に
よ
る
団
体
、
事
業
者
、
市
の
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
総
合
拠
点
と
な
る
「
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
創
設
す
る
に
当
た
り
、（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
や
事
務
機
器
類
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
事
業
費
　
１
０
２
６
万
９
０
０
０
円
）

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
特
色
あ
る

小
・
中
学
校
連
携

○
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業

　
中
学
校
に
進
学
し
て
か
ら
の
不
登
校
が
急
増
す
る
な
ど
、

教
育
課
程
面
で
の
接
続
、
小
・
中
学
校
教
員
の
指
導
交
流

等
の
課
題
か
ら
、
小
・
中
学
校
９
年
間
の
接
続
性
や
統
一

性
を
も
っ
た
学
園
構
想
の
考
え
方
を
基
盤
と
し
た
教
育
活

動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
既
存
の
３
中
学
校
区
を
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
の
学
園
と
し
て
、
現
行
の
６
・
３
制
を
基
盤
に
、
義

務
教
育
９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
を
行
い
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
特
色
の
あ
る
小
・
中
学
校
連
携
、
交
流
活
動

及
び
教
職
員
の
指
導
交
流
を
行
い
ま
す
。

（
事
業
費
　
１
９
６
万
４
０
０
０
円
）

一
般
会
計
補
正
予
算
か
ら

～

地

方

創

生

に

向

け

て

～

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
の
30
日
間
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
か
ら
、
個
人
番
号
制
度
関
連
条
例
３
件
を
含
む
議
案

11
件
、
諮
問
１
件
、
同
意
１
件
、
承
認
１
件
、
平
成
26
年
度

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可

決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
委
員
会
提
出
議
案
３
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
会
派
代
表
質
問
が
２
会
派
、
個
人
質
問
は
７
人

の
議
員
が
行
い
、
市
の
諸
問
題
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

（
１
５
６
億
３
４
３
２
万
３
７
２
円
）地域敬老のイベントを開催

９
月
１
日

◎
開
会

○
承
認
第
１
号
、
同
意
第
１
号
及

び
諮
問
第
１
号
　
説
明
・
質
疑
・

討
論
・
採
決

○
議
案
第
１
号
か
ら
10
号
ま
で
及

び
認
定
第
１
号
　
説
明

○
一
般
質
問
（
会
派
代
表
２
人
）

９
月
４
日

○
一
般
質
問
（
個
人
２
人
）

○
認
定
第
１
号
　
質
疑
・
決
算
審

査
特
別
委
員
会
設
置
・
同
委
員

会
付
託

９
月
７
日

○
一
般
質
問
（
個
人
３
人
）

９
月
８
日

○
一
般
質
問
（
個
人
２
人
）

○
議
案
第
１
号
か
ら
10
号
ま
で
　

質
疑
・
委
員
会
付
託

○
請
願
の
件

９
月
10
日

◇
総
務
建
設
常
任
委
員
会

９
月
11
日

◇
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

９
月
14
日
～
17
日

◇
決
算
審
査
特
別
委
員
会

９
月
30
日

○
議
案
第
１
号
か
ら
10
号
ま
で
　

委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

○
認
定
第
１
号
　
委
員
長
報
告
・

質
疑
・
討
論
・
採
決

○
請
願
の
件
　
委
員
長
報
告
・
質

疑
・
討
論
・
採
決

○
委
員
会
提
出
議
案
第
１
号
か
ら

第
３
号
　
説
明
・
質
疑
・
討
論
・

採
決

○
議
案
第
11
号
　
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託

◇
総
務
建
設
常
任
委
員
会

○
議
案
第
11
号
　
委
員
長
報
告
・

質
疑
・
討
論
・
採
決

◎
閉
会

議
　
会
　
の
　
動
　
き

南小地区 第一小地区

七栄小地区 一
般
会
計
決
算
額

過
去
最
高
を
更
新



2

こんにちはとみさと議会です　１８８号

付
託
委
員
会

結
　
果

市民クラブ 公明党 とみの風 無会派

賛
　
成

反
　
対

相
川
　
光
規

野
並
　
慶
光

岡
野
　
耕
平

田
口
　
勝
一

戸
村
喜
一
郎

鈴
木
　
英

高
橋
　
益
枝

猪
狩
　
一
郎

栗
原
　
恒
治

大
川
原
き
み
子

布
川
　
好
夫

江
原
　
利
勝

髙
橋
　
祐
子

窪
田
　
　
優

井
上
　
　
康

中
間
　
幸
一

櫻
井
　
優
好

柏
崎
の
り
子

議案番号 件　　名

市長提出議案

承認第 1 号 専決処分の承認を求めることについて － 全 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ １６ ０

同意第 1 号 監査委員の選任につき同意を求めることについて － 全 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ １６ ０

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて － 全 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ １６ ０

議案第 1 号
富里市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定につ
いて

総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × １５ ２

議案第 2 号 富里市個人情報保護条例の全部を改正する条例の制定について 総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × １６ １

議案第 3 号 富里市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × １６ １

議案第 4 号
富里市児童遊園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制
定について

文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ １７ ０

議案第 5 号 富里市道路線の変更について 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ １７ ０

議案第 6 号 平成２６年度富里市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ １７ ０

議案第 7 号 平成２７年度富里市一般会計補正予算（第２号）
総務
文教

多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × １６ １

議案第 8 号 平成２７年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ １７ ０

議案第 9 号 平成２７年度富里市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ １７ ０

議案第 10 号 平成２７年度富里市介護保険特別会計補正予算（第２号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ １７ ０

議案第 11 号 富里市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ １７ ０

認定第 1 号 平成２６年度富里市各会計歳入歳出決算の認定について 決算 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × １６ １

委員会提出議案

委員会提出
議案第 1 号 富里市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について － 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ １７ ０

委員会提出
議案第 2 号 国における平成２８（2016）年度教育予算拡充に関する意見書 － 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ １７ ０

委員会提出
議案第 3 号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 － 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ― ○ １５ ２

請願

請願第 1 号
「国における平成２８（2016）年度教育予算拡充に関する意見書」採択
に関する請願

文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ １７ ０

請願第 2 号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願 文教 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ― ○ １５ ２

９月定例会の議案と議決結果
総務＝総務建設常任委員会　文教＝文教厚生常任委員会　決算＝決算審査特別委員会

全＝賛成全員　多＝賛成多数　否＝賛成少数　継＝閉会中の継続審査

○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席

【継】＝前定例会以前からの継続案件

※櫻井優好議員は議長のため採決に加わっていません。

平成 26 年度一般会計及び国民健康保険特別会計など５特別会計
並びに水道事業会計の歳入歳出決算について、議会の認定を求
めるもの

認　定
１

市道 01－ 006 号線（クリーンセンター前道路）道路拡幅工事に
伴う七栄第三児童遊園用地の減少及び今後の管理方法の見直し
により、当該児童遊園の用途廃止等、所要の改正を行うもの

議　案
４

人権擁護委員の佐藤　滿氏が平成 27 年 12 月 31 日をもって任期
満了となるため、法務大臣に対し再度同氏を候補者として推薦
するに当たり、議会の意見を求めるもの

諮　問
１

市長の給与減額の期間が平成 27 年８月 24 日で満了となり、期
間を延長させるため、条例の一部改正の専決処分を行った承認
を求めるもの

承　認
１

番号法及び同法律の施行期日を定める政令の公布により、通知
カード及び個人番号カードの紛失等による再交付に備え、所要
の改正を行うもの

議　案
３

監査委員の川名部正一氏が平成 27 年９月 30 日で任期満了とな
るため、再度同氏を選任するに当たり、同意を求めるもの

同　意
１

国に対し、必要な教育予算を確保することを強く要望する意見
書を提出するもの

委員会提出
２

近年の男女共同参画の状況に鑑み、出産による会議の欠席を新
たに追加し、あわせて所要の改正を行うもの

委員会提出
１

国に対し、義務教育費国庫負担制度を堅持するよう強く求める
意見書を提出するもの

委員会提出
３

市道４－ 0182 号線（根木名小学校前歩道橋）について路線の延
長と終点の変更をするもの

議　案
５

歳入歳出それぞれ６億 3,709 万 9,000 円を追加し、総額を 164 億
8,319 万 5,000 円とするもの

議　案
７

歳入歳出それぞれ２億 6,629 万 1,000 円を追加し、総額を 74 億
9,749 万 7,000 円とするもの

議　案
８

歳入歳出それぞれ 1,303 万 9,000 円を追加し、総額を８億 4,075
万 6,000 円とするもの

議　案
９

歳入歳出それぞれ１億 4,716 万 5,000 円を追加し、総額を 26 億
2,518 万 7,000 円とするもの

議　案
１０

子ども・子育て支援事業計画に基づき、葉山公園の位置の変更
を都市計画決定したことにより、条例を改正するもの

議　案
１１

議　案　の　内　容

９月定例会

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に
関する法律（以下「番号法」という）の公布により、個人番号
の利活用について新たに条例を制定するもの

議　案
１

番号法の規定により、市が保有する特定個人情報の取扱い等に
ついて必要な措置を講じるとともに、あわせて個人情報保護制
度の充実を図るため、所要の改正を行うもの

議　案
２

平成 26年富里市水道事業会計未処分利益剰余金を資本金への組
み入れ及び減債積立金へ積み立てることについて議会の議決を
求めるもの

議　案
６

意見書を提出

◆国における平成 28（2016）年度教育予算拡充に関する意見書
　（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣

◆義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書
　（提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

委
員
長
　
井
上
　
康
　
　
　
副
委
員
長
　
戸
村
喜
一
郎

委
　
員
　
窪
田
　
優
、
相
川
光
規
、
野
並
慶
光
、
中
間
幸
一
、
大
川
原
き
み
子
、
江
原
利
勝
、
栗
原
恒
治

　決算審査特別委員会に付託されました、平成 26 年度富里市

各会計歳入歳出決算について、委員会審査の経過並びに結果

を御報告申し上げます。

　平成 26 年度の一般会計及び国民健康保険特別会計などの特

別会計の決算総額は、歳入が 267 億 1,466 万 8,736 円、歳出

は 253 億 1,361 万 5,824 円となっており、実質収支は 13 億

6,850 万 5,491 円の黒字、本年度の実質収支から前年度の実質

収支を差し引いた、単年度収支は、6,633 万 3,389 円の黒字と

なっている。

　次に、地方公共団体の財政状況の分析に用いる、普通会計

における財務分析の数値で前年度と比較すると、財政力指数

については 0.76 で、前年度と同ポイントであり、経常収支比

率については 88.6％と前年度と比較して 1.0 ポイント減少し

たが、依然として財政構造の硬直化の傾向が見られる。

　また、実質公債費比率は 3.3％で 0.3 ポイント減少している

ものの、地方債現在高は 158 億 5,411 万 9,000 円で、前年度

と比較すると 17 億 7,880 万 4,000 円の増加となっている。

　一般会計の歳入の根幹をなす市税の徴収率は 85.12％で、前

年度と比較すると 1.67 ポイント上昇し、市税収入済額は 1 億

4,589 万 9,137 円の増加となっている。

　水道事業会計決算における経営状況は、水道事業収益は、

前年度と比較して 2.18％減少し、水道事業費用は 3.30％増加

したため、当年度純利益は、前年度と比較し 38.84％減少し、

8,160 万 656 円となった。

　このような状況を踏まえた上で、本決算審査特別委員会は、

9 月 14 日から 17 日までの 4 日間にわたり、3 階第 3 会議室

において、市長、副市長、教育長及び関係部課長等の出席を

求め、慎重に審査いたしました。

　審査の過程においては、活発な議論を経て、適正で効率的

な予算の執行について当局の見解をただしました。

　審査の結果、監査委員の意見書のとおり、各会計とも計数

については誤りのないものと認められました。

　今後の予算の執行に際しては、「最少の経費で最大の効果を

上げるよう」より一層の検討を加え、これまで以上に効果的・

効率的な市政運営に努め、市民の期待にこたえるための予算

執行となるよう、特に次の事項について適切な措置を期待し、

報告といたします。

１　市税の収納について、各種納付方法をＰＲするなど、
今後とも徴収努力をすること。
２　職員研修について、ボランティア研修の機会や長期
研修の充実に努めること。
３　市ホームページについて、より利用しやすいものと
なるよう、リニューアル等検討すること。

４　救急救命士について、今後も人員を確保するよう努
めること。
５　教育センター事業の心理相談員について、子供たち
が相談しやすいように、人員の充実に努めること。
６　地域包括ケアシステム構築のために、ケアマネー
ジャーの質の向上に努めること。
７　緊急通報装置設置事業について、高齢者の安心に向
けた対策と利用条件の緩和について検討すること。
８　シルバークラブについて、クラブ活動の支援など会
員がふえるよう努めること。
９　自主防災組織について、地域からの組織立ち上げな
ど支援するよう努めること。
10　地域づくり協議会モデル事業補助金について、協働
のまちづくりの一環として、継続して事業を推進する
よう努めること。
11　新規就農者等への支援策について、多くの農家が利
用できるように広く周知すること。
12　市の公共工事について、関係各課と連携し経費の削
減に努めること。
13　木造住宅耐震補助事業について、補助率を変えるな
ど、より利用しやすい制度となるよう検討すること。

　以上のとおり要望を付し、認定第１号平成 26 年度富里市各

会計歳入歳出決算の認定については、採決の結果、賛成全員

にて、原案のとおり認定すべきものと決定しました。

平成 26 年度富里市各会計歳入歳出決算審査報告 委員長　井上　康

総務費
41,136 円

議会費
3,644 円

民生費
103,027 円

教育費
55,511 円

災害復旧費
2,126 円

公債費
23,024 円

消防費
16,577 円

土木費
24,102 円

商工費
2,369 円

農林水産業費
5,942 円

衛生費
35,792 円

平成26年度一般会計歳出決算　市民一人当たりに使われたお金

※人口は平成 27 年 3 月 31 日時点 49,910 人で試算

歳出合計

313,250 円

（仮称）こども館施設計画イメージ図　（葉山地区）

（仮称）こども館

↑
国道296号

八街三里塚線→
←市役所

子どもを産み、育てやすい環境整備が進みます
総工事費　２億5,725万 5,520円
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総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案

８
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
議
案

に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
議
案
第
１
号
、
富
里
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
、
番
号
法
の
規
定
事
務
以
外
の
現
在
行
っ

て
い
る
本
市
独
自
利
用
３
事
務
を
条
例
で
制
定
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
の
改
正
見
込
み
に
つ
い

て
は
必
要
に
応
じ
て
行
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
議
案
第
２
号
、
富
里
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

全
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
本
市

の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
に
対
す
る
疑
義
に
、

機
密
保
持
の
た
め
の
基
本
方
針
を
定
め
、
適
宜
庁

内
へ
通
知
を
出
す
こ
と
に
よ
り
個
人
情
報
管
理
徹

底
を
図
る
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
議
案
第
３
号
、
富
里
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
の
再
発
行
手
数
料
８
０
０
円
の
積
算
根
拠
は
総

務
省
事
務
連
絡
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
議
案
第
５
号
、
富
里
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い

て
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
今
年
度
予
定
し
て
い

る
根
木
名
小
学
校
前
の
歩
道
橋
改
修
工
事
に
当
た

り
補
助
金
交
付
を
受
け
る
際
、
歩
道
橋
そ
の
も
の

を
市
道
認
定
せ
よ
と
の
指
示
が
あ
り
、
追
加
認
定

す
る
に
至
っ
た
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
議
案
第
７
号
、
平
成
27
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
、
歳
入
に
つ
い

て
は
、
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
交
付
金
２
５
９
７
万
７
０
０
０
円
を
増
額
し
、

各
事
業
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
。
歳
出
に
つ
い
て

は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事
業
に
係
る
臨
時
職

員
２
名
の
指
導
は
市
民
課
職
員
全
員
の
研
修
と
と

も
に
十
分
に
指
導
し
て
い
く
と
の
こ
と
。
産
業
振

興
基
本
条
例
制
定
に
関
す
る
懇
話
会
出
席
者
報
奨

金
15
万
２
０
０
０
円
の
増
額
は
、
そ
の
人
選
に
つ

い
て
農
協
・
商
工
会
等
の
各
団
体
に
依
頼
し
、
本

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案

４
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
議
案

に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
議
案
第
４
号
、
富
里
市
児
童
遊
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
、
七
栄
第
三
児
童
遊
園
に
つ
い
て
、

道
路
線
の
拡
幅
工
事
に
伴
う
用
地
の
減
少
や
利
用

状
況
を
勘
案
し
廃
止
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
周
辺

地
区
の
世
帯
数
は
ふ
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
の
質
疑
が

あ
り
、
廃
止
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
自
治
会
、
地

域
の
ア
パ
ー
ト
等
の
住
民
の
方
々
に
相
談
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
利
用
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
い
な

い
こ
と
は
地
域
で
も
認
識
し
て
お
り
、
了
承
を
い

た
だ
い
た
。
廃
止
後
は
、
地
域
が
独
自
に
持
っ
て

い
る
公
園
の
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

新
し
く
整
備
を
予
定
し
て
い
る
こ
ど
も
館
な
ど
、

利
用
で
き
る
場
所
を
周
知
し
て
い
き
た
い
と
の
説

明
で
し
た
。

　
議
案
第
７
号
、
平
成
27
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
、（
仮
称
）
向
台

こ
ど
も
園
建
設
工
事
の
増
額
は
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル

や
浄
化
槽
な
ど
が
当
初
の
見
込
み
に
お
い
て
漏
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
、
園
庭
の
現
状
か
ら
新
た
に
雨

水
処
理
の
計
画
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
や
、
関
係

部
署
・
保
育
現
場
・
地
域
の
保
護
者
の
意
見
や
要

望
を
取
り
入
れ
た
計
画
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
と
の
説
明
で
し
た
。

　
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
付
託
さ
れ
た
全
て
の

議
案
は
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
委
員
長
　
田
口
　
勝
一
）

常
任
委
員
会
の

審
査
か
ら

通
告
項
目
（
代
表
）

市
民
ク
ラ
ブ

⑴
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

⑵
富
里
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

公
明
党

⑴
４
年
間
の
実
績
に
つ
い
て

⑵
市
政
運
営
方
針
に
つ
い
て

⑶
教
育
問
題
に
つ
い
て

⑷
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て

　
通
告
項
目
（
個
人
）

大
川
原
き
み
子

⑴
健
康
と
福
祉
に
つ
い
て

⑵
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

⑶
教
育
施
策
に
つ
い
て

⑷
女
性
活
躍
推
進
法
案
に
つ
い
て

髙
橋
祐
子

⑴
ス
イ
カ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
つ
い
て

⑵
産
業
振
興
に
つ
い
て

⑶
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

⑷
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
つ
い
て

田
口
勝
一

⑴
市
道
５
‐
０
０
５
９
号
線
の
拡
幅
に
つ
い
て

⑵
南
部
畑
地
帯
の
排
水
対
策
に
つ
い
て

⑶
南
七
栄
南
西
市
有
地
の
利
用
方
法
に
つ
い
て

⑷
旧
岩
﨑
家
末
廣
別
邸
の
公
園
整
備
計
画
に

つ
い
て

窪
田
　
優

⑴
市
長
選
挙
結
果
、
投
票
率
と
得
票
数
に
つ

い
て

⑵
公
約
に
つ
い
て

相
川
光
規

⑴
富
里
市
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ス
ク
ー
ル
構
想
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

⑵
本
市
の
環
境
施
策
に
つ
い
て

井
上
　
康

⑴
富
里
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
活
用
に

つ
い
て

⑵
旧
岩
﨑
家
末
廣
別
邸
の
整
備
に
つ
い
て

⑶
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

柏
崎
の
り
子

⑴
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

⑵
介
護
保
険
に
つ
い
て

⑶
労
働
安
全
衛
生
法
に
つ
い
て

一
般
質
問

一
般
質
問
※本文は質
問者自身の
原稿による
ものです。

問
高
齢
者
福
祉
を
ど
う
進
め
る
か
。

答
現
在
、
市
で
は

｢

在
宅
推
進
会
議｣

を
立
ち

上
げ
、
医
療
と
介
護
の
連
携
シ
ー
ト
を
提
案
す

る
な
ど
、
在
宅
で
生
活
す
る
高
齢
者
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
、
昨
年
改
正
さ
れ
た
介
護

保
険
法
に
よ
り
平
成
29
年
４
月
を
期
限
に
移
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

｢

新
し
い
総
合
事
業｣

と
強
く
連
動
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
高
齢
者
が
元
気
に
住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活

し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
必
要
と
な
る
介
護
予
防

活
動
の
機
会
や
場
所
を
地
域
に
創
設
し
、
介
護

保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
用
を
確
保
し
て
い
く

こ
と
を
一
つ
の
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
あ
り

今
後
の
市
の
高
齢
者
施
策
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は

｢

さ
さ
え
愛
プ
ラ
ン｣

に
基
づ
き
中

学
校
区
を
一
つ
の
エ
リ
ア
と
す
る
三
つ
の
圏
域

そ
れ
ぞ
れ
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
早

急
に
設
置
し
て
い
く
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

『
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
』

問
子
育
て
支
援
を
ど
う
充
実
さ
せ
る
か
。

答
現
在
、
進
め
て
い
ま
す
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
一
時
保
育
事
業
、
放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ

を
複
合
的
に
兼
ね
備
え
た(

仮
称)

こ
ど
も
館

の
建
設
、
保
育
と
幼
児
期
の
教
育
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
あ
わ
せ
持
つ(

仮
称)

認
定
こ

ど
も
園
の
整
備
、
子
ど
も
・
子
育
て
環
境
整
備

事
業
に
よ
る
葉
山
保
育
園
の
拡
充
に
よ
り
、
地

域
の
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
安

心
し
て
子
供
を
育
て
ら
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、

地
域
全
体
で
子
育
て
を
応
援
し
て
い
く
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ

い
て

積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す

問答

猪
狩
一
郎

市
民
ク
ラ
ブ

４
年
間
の
実
績
で

英
語
教
育
推
進
の

成
果
は

英
語
を
話
せ
る
と

い
う
公
約
は
失
敗

で
し
た

問答

『
市
政
運
営
方
針
・
公
約
に
つ
い
て
』

問
待
機
児
童
ゼ
ロ
は
で
き
ま
す
か
。

答
葉
山
保
育
園
の
受
け
入
れ
人
数
拡
大
、
こ
ど

も
館
の
新
設
、
向
台
幼
稚
園
を
認
定
こ
ど
も
園

と
し
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

問
独
身
青
年
男
女
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
と
は
。

答
常
に
若
者
が
話
し
合
え
る
場
を
つ
く
り
た
い

で
す
。

問
自
然
災
害
に
強
く
負
け
な
い
支
援
策
と
は
用

水
事
業
で
高
い
加
入
金
と
そ
れ
以
上
の
売
上
げ

を
推
進
で
き
ま
す
か
。

答
基
盤
整
備
を
推
進
し
、
収
入
を
上
げ
、
農
業

に
希
望
の
持
て
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

問
道
の
駅
建
設
で
多
く
の
人
を
呼
ぶ
施
策
と
は
。

答
ま
ず
、
ど
こ
に
つ
く
る
か
調
査
研
究
し
ま
す
。

問
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
キ
ャ
ン
プ
地
の
誘
致
に
て

富
里
市
の
魅
力
を
発
信
で
き
ま
せ
ん
か
。

答
積
極
的
に
動
い
て
い
ま
せ
ん
。

問
南
部
地
域
は
道
路
の
傷
ん
だ
箇
所
が
非
常
に

多
く
、
特
に
、
南
小
地
先
は
大
型
車
が
往
来
し

歩
道
が
な
く
危
険
で
す
。
市
長
の
決
断
は
。

答
今
後
の
整
備
箇
所
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

『
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て
』

問
来
年
の
参
院

選
か
ら
18
歳
選

挙
権
が
適
用
に

な
り
、
政
治
と

の
距
離
を
縮
め

る
た
め
、
子
ど

も
議
会
の
定
期

開
催
の
考
え
は
。

答
非
常
に
良
い

こ
と
で
、
ぜ
ひ

協
力
し
ま
す
。

江
原
利
勝

公
明
党

拡幅整備が待たれる南小付近

市
か
ら
の
要
請
と
し
て
女
性
割
合
３
割
を
目
標
と

し
、
若
年
層
の
登
用
も
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
て
い

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
付
託
さ
れ
た
全
て
の

議
案
は
、
可
決
し
ま
し
た
。

（
委
員
長
　
戸
村
　
喜
一
郎
）
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子
育
て
支
援

｢

赤

ち
ゃ
ん
駅｣

設
置

に
つ
い
て

設
置
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
ま
い
り

ま
す

問答

問
赤
ち
ゃ
ん
駅
は
乳
幼
児
を
持
つ
子
育
て
家
庭

が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
、
お
む
つ
が
え

や
授
乳
ス
ペ
ー
ス
を
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
で

仕
切
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
れ
る
よ
う
に

｢

赤
ち
ゃ
ん
駅｣

の
愛
称
で
設
置
す
る
こ
と
で
す
。

す
で
に
設
置
し
て
い
る
他
の
自
治
体
で
は
大
変

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
設
置
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

答
本
年
度
完
成
予
定
の
新
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は

お
む
つ
が
え
や
授
乳
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

し
ま
す
が
、
今
後
調
査
、
研
究
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

問
運
動
会
や
各
種
市
イ
ベ
ン
ト
や
子
育
て
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
も
人
目
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
お

む
つ
が
え
、
授
乳
が
で
き
る
移
動
式
型
の

｢

赤

ち
ゃ
ん
駅｣

と
し
て
貸
し
出
し
を
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
予
算
等
が
あ
り
ま
す
が
設
置
で
き
る
よ
う
な

方
向
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

『
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て
』

問
健
康
づ
く
り
を
行
う
市
民
に

｢

健
康
ポ
イ
ン

ト｣

制
度
で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答｢

に
ん
じ
ん
ウ
ォ
ー
ク｣

を
す
で
に
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
も
制
度
の
実
施
を
来

年
度
中
に
と
示
し
て
い
る
の
で
事
業
の
拡
大
等

指
針
を
踏
ま
え
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
川
原
き
み
子

第
三
工
業
団
地
に

つ
い
て
市
長
の
お

考
え
は

で
き
れ
ば
南
部

に
。
場
所
は
早
く

決
め
た
い
で
す

問答

問
昨
年
９
月
議
会
で
は
、
第
三
工
業
団
地
の
整

備
は
非
常
に
難
し
い
、
考
え
ら
れ
な
い
と
の
市

長
答
弁
だ
っ
た
が
、
一
転
、
積
極
的
に
方
向
転

換
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
認
識
の
変
化
か
。

答
１
０
０
％
埋
ま
っ
た
こ
と
と
、
雇
用
創
出
の

点
か
ら
富
里
市
が
持
続
可
能
な
た
め
に
は
必
要

と
考
え
ま
し
た
。
南
部
地
域
の
衰
退
を
防
ぐ
た

め
に
も
、
で
き
れ
ば
南
部
に
と
の
思
い
で
す
。

法
律
の
壁
も
あ
り
、
も
う
少
し
研
究
を
し
、
場

所
に
つ
い
て
は
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
リ
ー
サ
ス
）
に
つ
い
て
』

問
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
「
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
」

は
地
方
創
生
の
武
器
、
活
用
で
き
な
い
市
は
発

展
で
き
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
政
策
的
に

し
っ
か
り
活
用
す
べ
き
だ
が
お
考
え
は
。

答
施
策
検
討
な
ど
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て
』

問
国
が
推
進
し
て
い
る
「
ホ
ス
ト
シ
テ
ィ
・
タ

ウ
ン
構
想
」
は
登
録
自
治
体
が
出
場
選
手
た
ち

と
の
交
流
事
業
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
に
財
政
支
援

を
行
う
も
の
。
富
里
は
馬
の
ま
ち
、
ぜ
ひ
馬
術

に
手
を
挙
げ
て
、
地
域
活
性
化
や
観
光
資
源
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。
聖
火
リ

レ
ー
に
つ
い
て
、
今
度
は
市
内
で
の
リ
レ
ー
を

実
現
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
見
解
は
。

答
富
里
に
コ
ー
ス
が
通
る
よ
う
に
ぜ
ひ
要
望
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
ス
イ
カ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
つ
い
て
』

問
経
済
波
及
効
果
を
試
算
し
た
が
精
度
が
低
い

か
ら
公
表
で
き
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
大
会
の

Ｐ
Ｒ
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
一
環
と
し
て
発
表

す
べ
き
。
い
つ
ま
で
に
公
表
す
る
の
か
。

答
も
う
少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

髙
橋
祐
子

南
部
畑
地
帯
の
湛

水
被
害
の
早
期
解

決
を

問

『
市
道
５
―
０
０
５
９
号
線
の
拡
幅
に
つ
い
て
』

問
こ
の
路
線
は
道
路
用
地
も
確
保
さ
れ
て
い
る

の
で
、
ま
ず
南
小
学
校
前
の
交
差
点
か
ら
野
球

場
入
り
口
ま
で
を
歩
道
整
備
で
き
な
い
か
。

答
用
地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
整
備
対
象
路
線
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
他
の

路
線
を
含
め
た
中
で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

『
南
部
畑
地
帯
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
』

問
湛
水
被
害
の
出
る
地
帯
で
は
、
な
る
べ
く
早

い
排
水
工
事
の
着
工
を
望
ん
で
い
る
。
精
力
的

な
取
り
組
み
で
、
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業

を
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
。

答
事
業
主
体
の
千
葉
県
へ
は
、
引
き
続
き
被
害

の
軽
減
を
図
れ
る
よ
う
、
排
水
の
整
備
を
強
く

要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

『
南
七
栄
南
西
市
有
地
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
』

問
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
予
定
地
の
検
討

結
果
と
そ
の
費
用
は
ど
の
く
ら
い
を
見
込
ん
で

い
る
か
。

答
附
帯
施
設
用
地
を
含
め
、
約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

費
用
は
概
算
で
建
物
を
含
め
約
15
億
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

問
残
り
の
市
有
地
の
利
用
は
、
市
の
財
政
負
担

の
軽
減
を
考
え
る
と
、
民
間
へ
の
売
却
も
含
め

て
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
民
間
活
力
の
活
用
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
法
に
つ
い
て
も
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

『
旧
岩
﨑
家
末
廣
別
邸
の
公
園
整
備
に
つ
い
て
』

問
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答
今
年
度
は
、
建
物
の
修
復
、
活
用
に
必
要
な

構
造
的
調
査
や
、
敷
地
の
公
園
化
に
向
け
た
地

形
測
量
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
年
度
以

降
、
公
園
基
本
設
計
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

県
に
対
し
て
排
水

整
備
を
強
く
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す

答

田
口
勝
一

ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ス

ク
ー
ル
で
何
が
期

待
で
き
ま
す
か

問答

問
先
生
に
と
っ
て
は
何
が
期
待
で
き
ま
す
か
。

答
今
ま
で
十
分
な
交
流
が
な
か
っ
た
が
先
生
方

の
交
流
が
図
ら
れ
る
中
で
義
務
教
育
９
年
間
で

し
っ
か
り
交
流
が
図
ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

『
エ
ア
コ
ン
の
設
置
の
見
通
し
』

問
エ
ア
コ
ン
の
設
置
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答
子
供
は
富
里
の
宝
で
す
。
教
育
環
境
の
さ
ら

な
る
充
実
策
の
一
つ
と
し
て
エ
ア
コ
ン
の
設
置

は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
次
年
度
予
算
の
検
討
に
入
っ
て
い
ま
す
か
。

答
エ
ア
コ
ン
設
置
の
際
、
附
帯
し
て
行
え
ば
総
合

的
な
経
費
の
節
減
に
つ
な
が
る
の
で
大
規
模
改

修
の
リ
ス
ト
を
つ
く
り
ま
す
。
エ
ア
コ
ン
の
ト
ー

タ
ル
数
字
か
ら
全
体
の
つ
か
み
予
算
は
概
略
が

見
え
て
き
て
い
る
の
で
今
後
、
財
政
当
局
と
の
協

議
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
て
い
き
た
い
で
す
。

『
協
働
に
不
可
欠
な
人
の
協
力
と
活
用
』

問
市
民
の
社
会
参
加
活
動
者
が
多
い
と
こ
ろ
ほ

ど
選
挙
の
投
票
率
は
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
見
で
す
が
、
富
里
市
の
各
種
委
員
会
や
協
議

会
は
、
公
募
の
ほ
か
、
農
協
、
商
工
会
、
区
長
会
、

体
育
協
会
な
ど
か
ら
委
員
を
推
薦
し
て
も
ら
っ

て
開
催
し
、
担
当
課
主
導
で
進
め
て
い
ま
す
。
間

違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
茨
城
県
行
方
市
で

は
最
近
立
ち
上
げ
た

｢

な
め
が
た
市
民
１
０
０
人

委
員
会｣

は
住
民
基
本
台
帳
で
無
作
為
に
選
ん

だ
３
０
０
０
人
か
ら
応
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
方

が

｢

協
働
・
共
創
の
総
合
戦
略｣

を
策
定
す
る

場
と
し
て

｢

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム｣

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
無
作
為

抽
出
に
よ
る
選
出
に
つ
い
て
御
検
討
く
だ
さ
い
。

答
無
作
為
抽
出
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

無
作
為
に
選
ぶ
の
も
一
つ
の
案
か
な
と
思
い
ま

す
。
検
討
し
て
み
た
い
で
す
。

不
登
校
等

｢

中
一

ギ
ャ
ッ
プ｣

の
解
消

を
期
待
で
き
ま
す

窪
田
　
優

富
里
市
ジ
ョ
イ
ン

ト
・
ス
ク
ー
ル
構

想
に
つ
い
て

小
中
９
年
間
で
学

び
と
成
長
の
連
続

性
を
目
指
し
ま
す

問答

問
今
後
、
継
続
し
て
い
く
の
か
。

答
２
年
目
。
今
後
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

問
児
童
生
徒
の
交
流
の
内
容
に
つ
い
て
、
今
年

度
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
中
央
学
園
は
、
旧
岩
﨑
家
末
廣
別
邸
で
施
設

説
明
を
受
け
清
掃
活
動
。
北
学
園
は
、
教
材
を

使
っ
た
協
同
作
業
。
南
学
園
は
、
順
天
堂
大
学

生
を
招
聘
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
を
し

て
い
ま
す
。

問
そ
の
取
り
組
み
は
不
登
校
解
消
に
つ
な
が
る

の
か
。

答
協
同
作
業
す
る
こ
と
で
小
学
校
か
ら
中
学
校

へ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
軽
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

問
教
育
課
程
の
接
続
を
課
題
の
一
つ
と
し
て
挙

げ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
の

か
。

答
算
数
か
ら
数
学
・
外
国
語
か
ら
英
語
・
今
後

導
入
さ
れ
る
道
徳
の
接
続
を
円
滑
に
図
れ
る
よ

う
に
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

問
教
員
の
負
担
が
ふ
え
る
の
で
は
。

答
新
し
い
取
り
組
み
で
負
担
は
あ
る
が
、
考
慮

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
本
市
の
環
境
施
策
に
つ
い
て
』

問
環
境
施
策
に
つ
い
て
。
環
境
学
習
の
場
と
し

て
「
里
地
里
山
」
は
、
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
古
代
米
づ
く
り
や
ホ
タ
ル
観
賞
に
活
用
さ
れ

て
い
る
が
、
学
習
の
場
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

問
市
民
団
体
等
と
の
協
働
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
現
在
行
っ
て
い
る
協
働
の
取
り
組
み
や
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答
民
有
地
の
た
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
市
民
団
体

と
連
携
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

相
川
光
規

赤ちゃん駅
（つくばみらい市

子育て支援センター）
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東
日
本
を
襲
っ
た
記
録
的
な
大
雨
は
各
地
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
鬼
怒
川
が
決
壊
し
た
茨
城

県
常
総
市
の
被
害
は
甚
大
で
、
住
宅
が
濁
流
に
流
さ
れ
、
市

街
地
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
水
没
し
、
多
く
の
住
民
の
日
常

生
活
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福

を
祈
り
、
被
災
者
へ
の
お
見
舞
い
と
一
刻
も
早
い
生
活
再
建

を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
時
、
富
里
音
頭
の
「
山
と
い

う
山
は
な
け
れ
ど
、
河
と
い
う
河
も
な
い
」
と
い
う
一
節
を

思
い
出
し
ま
す
。
富
里
の
穏
や
か
な
地
形
を
あ
ら
わ
し
た
一

番
の
詩
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
幸
い
に
も
富
里
は
大

き
な
自
然
災
害
が
な
い
住
み
や
す
い
ま
ち
と
言
わ
れ
る
所
以

だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
地
震
や
台
風
、
い
つ
ど
ん
な
事
態
が
起
き
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」と
言
い
ま
す
が
、

「
憂
い
な
け
れ
ば
備
え
な
し
」
で
は
困
り
ま
す
。
自
治
体
は

常
に
危
機
感
を
持
っ
て
、
日
頃
の
備
え
を
し
っ
か
り
再
点
検

す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

（
副
委
員
長
　
髙
橋
　
祐
子
記
）

ご意見・ご感想をお寄せください！

編
集
後
記

旧
岩
﨑
家
末
廣
別

邸
の
整
備
に
つ
い

て周
辺
景
観
と
の
調

和
も
考
慮
し
ま
す

問答

『
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
、
活
用
の
工
夫
は
』

問
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
よ
り
活
用
さ
れ

や
す
く
な
り
改
善
が
進
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
寄

附
し
た
く
な
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
は
。

答
よ
り
具
体
的
な
活
用
事
業
を
例
示
し
、
民
間

事
業
者
が
運
営
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
の
連

携
、
寄
附
金
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
払
い
な
ど
検
討
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

『
旧
岩
﨑
家
末
廣
別
邸
脇
の
水
路
に
つ
い
て
』

問
別
邸
の
保
存
活
用
基
本
構
想
が
で
き
ま
し
た
。

敷
地
内
の
整
備
計
画
は
良
い
の
で
す
が
、
敷
地

周
辺
の
環
境
整
備
方
針
が
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

北
東
側
の
水
路
が
崩
壊
し
、
景
観
を
著
し
く
悪

く
し
て
い
て
、
公
開
ま
で
に
整
備
が
必
要
で
す
。

市
の
方
針
は
。

答
国
や
県
か
ら
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
可
能

か
検
討
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
整
備
し
た
い
で
す
。

『
富
里
市
中
部
地
区
の
子
育
て
支
援
の
充
実
は
』

問
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
が
４
月
か
ら
新

し
く
な
り
、
就
学
前
児
童
の
受
け
入
れ
施
設
が

充
実
さ
れ
る
計
画
で
す
。
一
方
、
小
学
校
に
入

学
後
、
留
守
家
庭
の
児
童
が
放
課
後
過
ご
せ
る

場
所
等
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

答
学
童
保
育
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
実
情
を
把
握
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
中
部
地
区
、
特
に
富
里
小
学
校
区
に
学
童
保

育
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
学
童
を
新
設

す
る
場
合
、
実
績
と
歴
史
の
あ
る
民
間
施
設
と

公
設
施
設
と
の
共
存
共
栄
を
保
ち
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
市
の
方
針
は
。

答
現
在
の
民
間
事
業
者
さ
ん
が
受
け
入
れ
を
増

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
も
早
い
の
で
す
が
、

無
理
で
あ
れ
ば
、
学
童
設
置
を
早
急
に
検
討
し

ま
す
。 井

上
　
康

議員研修

文教厚生常任委員会行政視察
期日：平成 27 年 10 月７日から９日までの３日間

視察地及び視察事項 :

(1) 東京都稲城市

　 介護支援ボランティア制度について

(2) 滋賀県米原市

　 地域お茶の間創造事業について

(3) 京都府城陽市　教育委員会改革について

(4) 大阪府泉佐野市

幼保一体化施策と泉大津市立認定こども園整

備事業について

総務建設常任委員会行政視察
期日：平成 27 年 10 月21日から23日までの３日間

視察地及び視察事項 :

(1) 宮城県大崎市

　 シティプロモーションについて

(2) 岩手県雫石町

　 防災・減災の取り組みについて

(3) 秋田県大仙市

　 空き家等適正管理に関する条例について

平成 27 年度富里市議会議員研修会
期日：平成 27 年 10 月 14 日

講師：鵜沼信二氏

内容：地方議会・議員の役割と機能発揮のあり方

千葉県北総地区市議会正副議長会議員

研修会
期日：平成 27 年 10 月 16 日

講師：廣瀬克哉氏

内容：議会の存在意義と政務活動費の意義

平成 27 年

１１月２６日（木）　本会議（議案上程）

１２月１日（火）　本会議（一般質問）

１２月２日（水）　本会議（一般質問）

１２月３日（木）　本会議（一般質問・議案質疑・委員会付託）

１２月４日（金）　予備日

次回定例会の予定

１２月７日（月）　文教厚生常任委員会

１２月８日（火）　総務建設常任委員会

１２月１６日（水）　本会議（委員長報告・質疑・討論・採決）
※日程、内容は予定であり、変更となる場合があります。
　詳細な日程は開会１週間前に決定しますので、市ホームページでご

確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。

保
育
事
業
者
の
認

可
申
請
に
つ
い
て

基
準
を
満
た
し
て

お
ら
ず
認
可
で
き

な
い
と
考
え
ま
す

問答

問
認
可
外
保
育
施
設
か
ら
認
可
申
請
が
１
件
あ

る
と
の
こ
と
。
市
条
例
の
最
低
基
準
、
保
育
環

境
、
経
営
状
況
等
に
つ
い
て
、
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
で
は
ど
の
よ
う
な
御
意
見
で
し
た
か
。

答
申
請
者
は
現
在
、
認
可
外
保
育
施
設
を
運
営

し
て
お
り
ま
す
。
計
画
で
は
０
～
２
歳
児
は
小

規
模
保
育
Ｂ
型
へ
移
行
し
、
３
～
５
歳
児
は
引

き
続
き
認
可
外
事
業
を
併
設
す
る
こ
と
か
ら
、

保
育
面
積
が
減
少
す
る
こ
と
や
保
育
士
の
人
数

が
不
足
す
る
の
で
は
と
の
危
険
性
を
指
摘
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
経
営
状
況
は
、
３
年
間
の
赤
字

が
計
上
さ
れ
て
お
り
運
営
上
問
題
視
す
る
意
見

が
多
く
出
て
お
り
ま
し
た
。

問
小
さ
な
命
を
預
か
る
仕
事
で
す
。
保
育
面
積
、

保
育
士
基
準
を
満
た
し
て
認
可
申
請
す
る
の
が

事
業
者
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
と
考
え
ま
す
。

子
供
の
最
善
の
利
益
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の
意
見
は
尊
重
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。
市

長
の
見
解
を
御
答
弁
く
だ
さ
い
。

答
聞
い
て
い
る
範
囲
で
は
申
請
は
認
可
で
き
な

い
と
考
え
ま
す
。

問
保
育
士
確
保
に
当
た
り
、
市
独
自
の
奨
学
金

等
の
制
度
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
現
在
確
保
が
困
難
な
状
況
で
派
遣
で
対
応
し

て
お
り
市
独
自
の
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問
私
立
保
育
園
に
お
け
る
障
害
者
手
帳
を
持
た

な
い
園
児
へ
の
加
配
分
の
補
助
に
つ
い
て
。

答
直
接
の
補
助
で
は
な
く
県
補
助
の
う
ち
の
予

備
保
育
士
設
置
費
と
し
て
、
保
育
士
定
数
を
超

え
て
配
置
さ
れ
る
保
育
士
の
費
用
を
補
助
す
る

こ
と
で
保
育
園
運
営
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

柏
崎
の
り
子


